
 

 

 

 

                                                  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

              

 

 

   

 

 

                          

  八王子盲学校だより 
          令和４年７月発行 第２号 

東京都立八王子盲学校長 安田 咲登子 

皆さんを見ていて 

副校長 能瀬 圭介                        

新型コロナウイルス対策で長時間マスクを付ける人が増えました。感染防止には必要な習慣

ですが、これからの暑い季節は着脱することも取り入れた熱中症対策も求められます。私自身、

先日、休日にマスクをしながらランニングをしていて頭がクラクラしてきました。 

私たちの生活はある程度のルール・決まりのもとに成り立っています。しかし、時にはそれらの

枠からはみ出して、行動することも求められます。まず「今、周りではどのようなことが起きている

のか？」を察知する幅広いアンテナを張り巡らせてほしいと思います。「自分は何を話したらよい

のか？」「どのように動けばよいのか？」を考えてみてください。そして、「その時の発言は正しかっ

たのか？」「あの時の動きは適切だったのか？」と振り返ってみてください。そして、振り返るだけで

なく、自分の生活の中で少しずつ実践してみる。 

１学期の皆さんを見ていて、そんなことを実感しています。 

  

不易流行 

                                       校長 安田 咲登子 

 記録的な早さの梅雨明けとなり、３学期に解体工事を控えたプールでは存分に水に親しんだり、自

分の目標に向かって努力したりする姿が見られます。保護者の皆様には１学期間、感染症対策をは

じめとして本校の教育に対し御理解・御協力をいただき、厚く感謝申し上げます。 

 現在、令和６年夏に予定されている仮校舎移転に向けて、校内物品の整理と工事期間中の活動

や行事の検討を行っています。学校経営のキーワード「継承・精選・希望」を念頭に置き、歴史と伝統

はしっかりと継承しつつ、本当に必要なものだけを精選し、よりよい環境を希望をもって作っていく作業

です。すると、現在の校舎にも様々気になるところが出てきます。例えば、この動線は危険がある、ここ

は掃除が行き届いていないなどです。古いことと雑然としていることは違います。在籍する幼児・児童・

生徒にとっては二度と戻らない大切な一日一日ですから、すぐに改善できるところはすぐに改善し、整

理整頓された清潔な環境をつくろう、と教職員一丸となって力を合わせているところです。 

 さて、本校に着任して驚いたことの一つとして、生徒の皆さんが自在にＩＣＴ機器を操ることが挙げら

れます。音声の読み上げや文字の拡大機能等、個々にカスタマイズされた自分にとって一番有効な

方法を選択できるようになっていることです。３０年前は点字教科書と拡大読書器、立体コピー機くら

いだったでしょうか。オンラインでの集会なども気軽にできており、コロナ禍の副産物とも考えられます。

ＩＣＴ機器の進歩には目を見張るものがありますが、同じくらい実体験も大切です。幼稚部のお子さん

が実際に土を掘り、水をやり、虫をどけて育てたきゅうりを持って校長室にやってきて「トゲトゲしてたよ」

と見せてくれました。自分で見て、触って、感じることは何より大切です。 

「不易流行」－校舎改築も日々の教育も「時代の変化とともに変えていく必要のあるもの」と「時代を

超えて変わらない価値あるもの」があります。どちらも大切にして進みたいと思います。 

 



 

                               

 

いじめ防止 １行コラム                          主任教諭 宮村 大地 

「八盲でいじめ〇（ゼロ）なら笑顔〇（まる）」 

 

いじめがゼロならみんなの丸い笑顔がみられるよう 

努めたいと思います。  

 

 

幼稚部と食育 

                                     主幹教諭 南部 弥寿子 

 自然に囲まれた八王子盲学校は食材の宝庫でもあります。春は土手のふきのとうと蕗に始まり、初

夏の梅と枇杷とすもも、秋のぶどうと柿、冬の金柑と進みます。ミントやローズマリーも通年で香しい青

葉を茂らせています。畑では旬の野菜を育てており、今は、胡瓜・ミニトマト・青紫蘇・ピーマン・パプリ

カ・茄子などが次々に実っています。 

収穫体験はわくわくするものです。自分が植え、水やりをし、成長を見守った野菜だとことさらです。

嫌いな食べ物をつい食べてしまったり、触ることが苦手な幼児が、段階を踏んで触れるようになったり

もします。「遊びが学習」の幼稚部では、そんな体験を土台に、食についての学習を進めています。 

 今学期は、畑の野菜と買い物の学習で買った食材を材料に弁当を作り遠足に行ったり、先日は収

穫した新じゃが芋でフライドポテトを作り（揚げたのは教員です）、「ぽてとやさん」を開いたりしました。手

製の袋に入れたポテトを、アナウンス係と配布係とになって、たくさんの職員に配り喜ばれました。 

 

業務改善  学校電話のアナウンス対応について 

主幹教諭 大越 恵仁  

 東京都では、教職員の健康管理やライフ・ワーク・バランス（生活と仕事の両立）、教育活動の充

実、業務改善に向けた観点から「働き方改革」を推進しております。この取組の一環として、本校でも

勤務時間外の電話対応について自動応答対応を導入することといたしました。（メッセージが流れま

すが録音機能はありません） 保護者の皆様には趣旨等を御理解いただき、御協力をお願いいたし

ます。 

 

○学校電話のアナウンス対応開始日  令和４年７月 21日（木） 

○学校電話のアナウンス設定時間   18時から翌日7時30分まで（週末は終日、設定されます） 

 

 また、アナウンス対応時間帯は電話の取り次ぎができません。アナウンス対応時間帯に緊急の用件

が生じた場合は、下記の副校長所有携帯電話へ御連絡をお願いいたします。 

 

○学校携帯（副校長所有）  080-4743-9180 



 


